
宮城県本吉郡南三陸町
　このモアイは、チリ共和国と南三陸町の友好の
証、震災復興のシンボルとして贈られたもので、
目は白サンゴと黒曜石で作られており、プカオと
呼ばれる帽子のようなものが乗っています。
　南三陸キラキラ丼は、地元南三陸産の海鮮を贅
沢に使い、見た目も味も豪華なその名の通り“キ
ラキラ”した丼ぶりのことです。その時期に合わ
せた旬の食材を使って作られる丼ぶりは、春つ
げ・うに・秋旨・冬のみかくづくしの計４種類と
なっています。

　環境にやさしく、南三陸の豊かな自然を心ゆく
まで楽しめる新しいアクティビティ「HOBIE」。
　三陸復興国立公園の一部であり、さらにラム
サール条約湿地にも登録されている、世界的にも
貴重な自然環境である志津川湾を舞台に持続可能
なアウトドア体験をすることができます。

 お問合せ先：南三陸町商工観光課　Tel. 0226－46－1385

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

宮城北部森林管理署

より詳しい
市町村の魅力はこちらから→

　南三陸町の荒島・椿島・竹島には、それぞれタ
ブノキが自生しています。
　タブノキには、太陽の光に対して葉と葉が重な
らないようにするという習性があり、タブノキの
群生の下で上を見上げるとタブノキの枝と枝の間
は、まるでだれかが刈り込んだような光の境界線
が描かれています。

　南三陸町には、イースター島のトゥキ一族が製
作した“本物”のモアイ像があります。
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南三陸町は宮城県の北東部に位置し、東は太平洋に面
し、北は気仙沼市、南は石巻市、西は登米市にそれぞ
れ接しています。リアス海岸特有の猛々しい風光を有
する三陸復興国立公園の一角を形成しています。

人　口 面　積11,211人（R7.11.30現在） 163.4k㎡
市町村の木 タブノキ 市町村の花 ツツジ

もと よし ぐん みなみ さん りく ちょう

下から見上げたタブノキ

  南三陸キラキラ春つげ丼（食事処 松原）

  燃料を一切使わない足漕ぎカヤック「HOBIE」

  イースター島の石を使い彫られたモアイ像（左）

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

　８市町村が合併して誕生した横手市には、それ
ぞれの地域に根付いた伝統行事が数多くありま
す。毎年８月に「横手送り盆まつり」が開催さ
れ、江戸時代に飢饉による餓死者を供養したこと
を始まりとする屋形舟の繰り出しでは、各町内で
作った屋形舟が、花火を背景に激しいぶつかり合
いを見せます。

　また、横手市は県内でも特に豪雪地帯として知
られ、その雪を活かした「かまくら」は、約450
年もの歴史がある伝統です。かまくらの中には、
江戸時代から水神様をまつっており、小正月行事
として親しまれてきました。現在では「横手の雪

秋田県横手市
秋田森林管理署湯沢支署

より詳しい
市町村の魅力はこちらから→

よこ て し

秋田県南部に位置する横手市は、東の奥羽山脈・西の
出羽丘陵に囲まれた横手盆地に位置しており、県内で
は２番目に人口が多い自治体です。

人　口 78,788人（R8.1.31現在）
面　積 692.80k㎡

市町村の花 さくら
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お問合せ先：お問合せ先：横手市観光おもてなし課　Tel. 0182-32-2118

市町村の木 りんご

送り盆まつりの屋形舟繰り出しは圧巻です

「横手の雪まつり」のかまくら。2026年は、２月13日・14日に開催します  

まつり」などでかまくらを楽しむことができ、か
まくらが行われる２月第２金曜日・土曜日には、
中に子どもたちが入って、「はいってたんせ」
「おがんでたんせ」と言いながら、あまえこ（甘
酒）やお餅をふるまいます。
　そして、冬を越した豊富な雪解け水は、横手の
「んめもの（美味しいもの）」を支えます。県内
有数の穀倉地帯として、「あきたこまち」や「サ
キホコレ」をはじめとした美味しいお米はもちろ
ん、リンゴやブドウ、スイカなどの果物、ビール
作りにはかかせないホップも生産していて、まさ
に農産物の宝庫。発酵文化もさかんで、日本酒や
いぶりがっこも横手市を紹介する上では欠かせま
せん。

　９月下旬には「横手やきそばフェスティバル」
と題し、オリジナルレシピを食べ比べられるイベ
ントも行われ、様々な「食」と「農」が、横手市
に訪れた皆様のお腹を満たします。

　四季折々の景色、そして「んめもの」を堪能で
きる横手市に、ぜひ来てたんせ～！

リンゴは８月下旬から12月にかけて多品種を味わえます

  太くてもちもちのゆで麺が特徴の「横手やきそば」


